
日　時：平成○○年○月○○日（○）15：00～17：00

題　目：○○○○○○○○○○○

場　所：○○○○○○○○○○○

　　　　○○○○○○○○○○○○○○○

講　師：○○○○○氏　

　　　　（○○○○○○○○○○○）
　平成18年度第一回研究談話会では，交通センター○○○○○○○○○○○ーを見学した．大○○○○○○○○○○○学関係者，行政企業など合計○名が参加された．以下に，見学の概要を示す．
　この○○○○○○○○○○○交通センターの見学会では，交通○○○○○○○○○○○管制システムに関するビデオ鑑賞，実際の運○○○○○○○○○○○用状況の見学，その後，質疑・討論を行った．
　阪神○○○○○○○○○○○は，営業利用台数も，総延長が延びるにつ○○○○○○○○○○○れ年々増加し，2004年に○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○3億3千万台（90万台／日）と○○○○○○○○○○○なってい○○○○○○○○○○○る．利用台数の増加に伴って，渋滞の○○○○○○○○○○○回数も著しく増加している．そこで○○○○○○○○○○○の交通○○○○○○○○○○○維持し，○○○○○○○○○○○走行を確保す○○○○○○○○○○○ることを目的として実施されている．

[image: image1]
写真１　○○講師

　○○○○○○○○○○○検知器，車両番号読取装置（AVI）などの情報収○○○○○○○○○○○集装置や他の関連する，○○○○○○○○○○○を収集し，中央の情○○○○○○○○○○○とに，文字情報板，図形情報板，所要板，道路情報○○○○○○○○○○○ラジオなどてる．
　車両を置き，音波の反射○○○○○○○○○○○時間占有○○○○○○○○○○○率を計測し，これらのデータから渋滞長と○○○○○○○○○○○所要時間の算定を行っている．非常電話は，現在では言○○○○○○○○○○○葉の不自由な○○○○○○○○○○○人や外国人の人にも押しボタンだ○○○○○○○○○○○けで来るように工夫されている．
　ビデオ○○○○○○○○○○○鑑賞後，管制センター内を見学した．管制室は，渋滞○○○○○○○○○○○箇所が○○○○○○○○○○○一目でわかる大型の路線図と本線上に設置されたテレ○○○○○○○○○○○ビカメラ○○○○○○○○○○○の映像○○○○○○○○○○○を見る多数の○○○○○○○○○○○ていた．この○○○○○○○○○○○働し，システ○○○○○○○○○○○に苦労するとい○○○○○○○○○○○れている．○○○○○○○○○○○会社などでは，非常に厳重なシステムを作っているが，ここではこのたときは○○○○○○○○○○○どうなるのかという○○○○○○○○○○○質問があったが，その時○○○○○○○○○○○はているだろうから残っても仕○○○○○○○○○○○方がないという深かった．
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写真２　参加者の皆さん

　また，高○○○○○○○○○○○速ドライバーに対して，何か○○○○○○○○○○○お願い対して，○○○○○○○○○○○現在，普及○○○○○○○○○○○率が所で人が処理○○○○○○○○○○○する場合のになっているが，速度も上がっており，○○○○○○○○○○○危険性が○○○○○○○○○○○増しているという話があった．
（記録：○○大学○○○○学部　教授　○○○○）

77th Colloquium: A visit of Asashiobashi Traffic Control Center, Hanshin Expressway Company Limited
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